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は事實なり。」 ( 1 )こう日記に書き綴ったのは、今からおよそ 100
年前、中国を訪れた日本の作家、芥川龍之介（ 1892-1927）であ
る。驚くことに、芥川は１ヶ月足らずの北京の滞在期間中、 60
本もの「京劇」 ( 2 )を見たという。彼が中国の地を踏んだのはこ
の時が初めてであり、芝居の専門家ではないにも関わらず、 1日
に 平 均 し て ２ 本 以 上 も 観 劇 し た 計 算 に な る 。 日 本 の 文 豪 が な ぜ 、
これほどまでに中国の伝統劇に夢中になったのだろうか。本 稿
では、芥川龍之介と京劇の出会いの謎を紐解きながら、日中の














































確かに悪いやうです。」 ( 4 )芥川は現地での経験を綴った「上海
游記」にこう記している。「……處が支那の車屋となると、不
潔 そ れ 自 身 と 云 つ て も 誇 張 ぢ ゃ な い 。 そ の 上 ざ つ と 見 渡 し た 所 、














好い」 ( 7 )と書いている。 10日後には別の友人に同じ話を繰り返
して伝えた (6月 24日瀧井折柴宛 )。岩波書店出版の『芥川龍之介
全集』に収録されている芥川が北京に滞在している間に出した
手紙８通 (手紙 1枚、葉書 7枚を含める )のうち、７通は北京への











一ヶ月間も滞在しましたが、実に居心地の好い土地でした 」 ( 9 )
と語った。北京も上海も、当時から中国を代表する大都市であ
っ た が 、 初 め て 中 国 を 訪 れ た 芥 川 に と っ て は 雲 泥 の 差 が あ っ た 。  













もちがした」 ( 1 0 )とまで言った。ところが北京に来た後、同じ京
劇の殺陣劇を見て、芥川は役者が「くるくる棒を振りまはす」
「三尺餘りの大團扇を揮つて」いた場面を見るとき、うっかり













止めを刺さざるべからず」 ( 1 3 )と言わしめた人物だ。 ｢先生 ｣と尊
敬された聴花散人とは、当時北京で発行されていた日本の新聞
「順天時報」の編集者、辻聴花（ 1868-1931）のことである。辻
聴花こそ ､芥川にとって京劇の扉を開いた最も重要な人物なのだ。  
芥川が中国に訪れる前年、辻聴花は京劇研究史上で最も影響
のある専門書の一つ『中国劇』を出版している。これは中国で
最も早く出版された「劇曲の通史」である ( 1 4 )。中国語で書かれ、
1920年 4月 28日の発行からわずか一ヶ月余りで 第五版まで増版さ













［ 6 ］ 
荘 子 の 死 後 の 始 末 を し て い る 所 に 楚 の 公 子 が 弔 い に 訪 れ る 場 面 。















































た 机 で 城 壁 や 楼 閣 を 、 断 幕 に 描 か れ た 波 は 河 水 を そ れ ぞ れ 示 し 、
黒い旗を振ることで風神を表す。こうした舞台装置は「極めて
質素であり、外国の劇とは全く異なる。それは中国 劇の特徴と


























































































































満鉄道」というテーマの下で「高粱の根を匍ふ一匹の百足」 ( 2 8 )
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出 し た 。 胡 適 は 芥 川 と 話 し 合 っ た こ と を 全 て 日 記 に 記 し て お り 、
 1921年 6月 27日の日記には、芥川の京劇改良に関する４つの案  




［ 13 ］ 
 
工も幕の中に座るべきだ。（４）舞台での助手は無地な服装を
着るべきで、走り回ってはいけない。」 ( 3 0 ) 
芥 川 は 初 め て 中 国 を 訪 れ た 若 い 外 国 人 だ っ た に も か か わ ら ず 、
胡適はその意見を極めて重視したことが明らかである。芥川の
蔵書の中には、胡適が自筆で「芥川先生」とサインし て贈った
本が二冊ある。一つは胡適によって翻訳された『短編小説集   
第一集』（現  日本近代文学館所蔵）、もう一つは『嘗試集  去
国集付き』（現  山梨県立文学館所蔵）である。一般的に、文人
は心で認めた人に自分の作品を送る ものだ。わりと気難しい学























もちは起こさせる仕草」を ｢遺形物（ Vestiges or Budiments） ｣
として簡略化できると思っていた。ひいては、 隈取や歩くさま
、立ち回りまでも、「男子の乳房」に例え、「ありながら、機






























のあるのを知つた。」 ( 3 3 )旧劇である『虹霓関』と西洋劇である





















［ 16 ］ 
關をはひれば……」 ( 3 5 )として、上海の劇場を描いたときの修飾


















の如きは殆んど破滅されて了つて居りました」 ( 3 6 )と述べた。当
時から上海は車が溢れ銀行が立ち並ぶ、贅沢三昧で紅灯緑酒の
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